
                                 

池上新町「見守り、つながりの輪」（川崎市川崎区） 

 

平成23年度の取組み（実施期間 Ｈ23.12.14～Ｈ24.3.26）                   
世代を超えた支え合いと絆 高齢者支援・緊急時の備え 
○車椅子体験   

あわせて、マジックショーを行い、高齢者と子ども、障害者が交流した。 

○つながりの輪食事会 

 主に一人暮らしの高齢者を対象とした食事会を実施した。 

○ＡＥＤ設置・使用講習会 

 町内会館に設置。まずは、役員が使用講習会を受けた。 

 

平成24・25年度の取組み（Ｈ24.3.27～Ｈ26.2.3訪問日）                   

①定例会の開催 

○２か月１回、定例会を開催 

 事業の検討、要援護者の情報交換等を行う。 

②見守り活動 

・内容：年２回（８月、12月）手作り品（役

員、老人会で作成）をお届けしなが

ら、一人暮らし高齢者等を個別訪問

し、地域包括支援センターと連携しな

がら見守り活動を行う。 

・対象者：約60名。 災害時要援護者、一人暮

らし高齢者、その他、民生委員、老

人会友愛会や自治会区長等からの気

になる方を追加。(定例会で確認） 

     
ＡＥＤ 

③交流会等 

○子ども、高齢者、障害者等の交流会 

・平成25年２月10日（日） 

「腹話術＆皿回しで遊ぼう」 

「認知症って？」寸劇 

・平成26年２月１日（土） 

「バルーンアートショー」 

○くらしのセミナー 

・平成25年11月25日（月） 

「落語で学ぶ悪質商法」 

④ＡＥＤの訓練 

○年１回防災訓練時に実施。 

 

どんぐりとまつぼっくりのクリスマスツリー 

 

平成26年度の取組み 
① 定例会の開催 
○町内会の役員・民生委員を含む38名で開催。 
 

 



② 見守り活動 
○対象者：約70名 

 

   平成26年８月のお届け品 

「折り紙のひまわりと冥加公園のひまわり写真（メッセージ入り）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   平成26年12月のお届け品 

「提灯（メッセージ入り）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 高齢者向け転倒予防講座 
平成26年10月５日（日） 町内会館にて 

   転倒予防講座、いきいき体操、健康落語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 防災へのとりくみ 
○防災訓練 

平成26年９月14日（日） 冥加公園にて 

民生委員と役員で「災害時要援護者」宅を訪問し、参加呼びかけと災害時の非常食・三角

巾などを届けた。 

 

  

  

  



○ぼうさい出前講座＆マジックショー 

平成27年２月８日（日） 町内会館にて 

    参加者：108名 

    講座：～防災に備えよう！～ 

川崎市総務局危機管理室 予防担当係長 早川雄太氏 

    マジックショー：マジック“ｓ”スヤマテルコ氏 

 

 

 

 

 

 

 

平成27年度の取組み 

①定例会の開催 

○２か月に１回、｛必要において臨時｝定例会を開催（町内会の役員・民生委員含む 39名） 

 事業の検討、援護者の情報交換等を行う。 

②見守り活動 

・内容：年２回（８月、12 月）手作り品（役員、老人会で作成）をお届けしながら、高齢者等 

を個別訪問し、地域包括支援センターと連携しながら見守り活動を行う。 

・対象者：約 70 名。災害時要援護者、一人暮らし高齢者、その他、民生委員、老人会、友愛  

会や自治会区長等からの気になる方を追加。（定例会で確認） 

 

 27年８月のお届け品 オリジナル手作り風鈴 

 

 

 

 

 

 

 

 27年12月のお届け品（靴下の人形・クリスマスカード付き） 

 

 

 

 

   



 事業 

○高齢者向け転倒予防講座開催 27年10月５日（別紙１参照） 

 

○人形劇を楽しもう！！どんぐり【人形劇団】28年２月14日（別紙２参照） 

 

成果・反響                   

《平成25年度》 

○町内会等が一人暮らし高齢者等を「気にかけている」というメッセージの発信でもある。 

○一人暮らし高齢者等の実際の状況を把握。実感として生活状況の理解ができた。 

○訪問時に困りごとを話す方もあり、ニーズを把握する場ともなっている。  

○訪問を楽しみにされ、喜ばれている。 

○他の地域の方から「池上新町に住みたい。」という声をいただいた。 

 

《平成26年度》 

○年２回の手作り品作成も、老人会の皆さんも自分達も仲間だとの意識を強く持ち、元気に楽しみ

ながら頑張っている。その作品をお届けしながら訪問することで、皆さん喜んでくださるし、現

状確認ができ好評だ。 

○行事には、子どもから高齢者、車椅子の障害者の方々まで参加でき、楽しめるような内容で開催

しているので「見守り・つながりの輪」の目的に進めていると思われる。 

 

《平成27年度》 

○町内の災害時要援護者の方や一人暮らしの高齢者への見守り活動として、手作り品をお届けしな

がら訪問活動を実施継続中の報告あり、それぞれお会いできた人からは大変感謝されたとの報告

があった。行動の趣旨は、贈り物を届けることではなく見守りの活動であることも重視。 

○行事には、子供から高齢者、車椅子の障害者の方々まで、参加でき、楽しめるような内容で開催

しており、子供部の皆さんに、企画・手配・など全面的にお願いして開催を進めている。発想が

素敵で子供たちが率先して活動してくれるので「見守り・つながりの輪」の目的が浸透しつつあ

ると思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



工夫したこと・努力したこと 
《平成25年度》 

①町内会未加入者も対象 

○池上新町「見守り、つながりの輪」 

・綱領を策定し、平成24年10月１日から施行。 

・町内会に未加入の方も対象としているため、町内会の名称は使用していない。 

・構成：36名（町内会、社会福祉協議会、民生委員、老人クラブ友愛チーム、ボランティア、地域

包括支援センター） 

・経費：町内会費からの支出はなし。補助金及び助成金を当てることとしている。 

    平成25年度は区社協地域福祉活動助成金を申請し、助成される。 

 

②手作り品持参で見守り訪問 

○見守り訪問は、手作り品をお届けしながら行う。手作り品は、季節のものを、役員、老人会で製

作している。 

・平成24年８月 うちわ 

・平成24年12月 爪楊枝でつくったミニ一輪挿し 

・平成24年８月  くまちゃんタオル 

・平成25年12月 クリスマスのツリー 

③子どもイベントは親世代が企画 

○子どもが参加するイベント 

  若い世代に企画を任せた。若い人の発想の企画、ネットで情報を収集し、ボランティア団体の

人に来てもらった。  

 

《平成26年度》 

財源の確保 

○事業の開催は、皆様からいただいた共同募金（年末たすけあい）配布金を財源にしている。 

 （平成26年度 川崎区社会福祉協議会「地域福祉活動助成金」） 

 

トピックス                    

《平成25年度》 

○「ウェーブ 第81号」（川崎市川崎区社会福祉協議会 平成24年５月１日発行）に掲載。 

○川崎区社会福祉協議会主催の地域福祉活動交流フェスティバルに参加。 

 平成24年度に初参加。２月16日（土）パネル展示にて活動紹介。他の団体と交流できた。 

 平成25年度参加 ２月８日（土）開催。 

 
 
 
 



《平成26年度》 

イベントでの活動発表 

○川崎区社会福祉協議会主催の活動交流フェスティバルに毎年参加して、パネル展示で活動発表し

ていることもあり、地域でも注目の的になっている。 

○２月には、川崎区市域福祉計画推進事業で、池上新町「見守り・つながりの輪」の活動を発表

し、まいぷれ川崎区「ぽかぽか通信」のホームページで紹介された。 

 

《平成27年度》 
○池上新町町内会館敷地内に防犯カメラを設置した。会館前に「冥加公園」があり、四方の角が十

字路で車が多い事、子供の飛び出し等、事故の多発を防ぐため画面を検索しながら予防対策に力

を入れている。 

 

                              

 

                   

     

 

 

 

 

○「冥加公園」では、老人会の皆様が毎日【グランドゴルフ】の練習。町内年中行事として【大運

動会】【納涼祭・子供神輿】【防災訓練】【グランドゴルフ大会】等など開催しており、日中は

子供の遊び声で賑やかな公園である。 

 

今後取り組みたいこと 

《平成25年度》 

○ 活動を町内の人に分かってもらうための情報提供。 

○ 町内会館を誰でもふらっと寄れるサロン（地域の茶の間）のようなものにできないか。  

○ ゴミ出し、電球交換、買い物、古いテレビの処分等の困りごとがある。 

  役員に個人的に相談してくる人もあるが、組織的に対応できるようなものがあるとよい。 

 

《平成26年》 
○地域の支え合いを大切にしていくことの狙いとして、「困った時のちょっと助け合い」協力員の

組織作りを考えている。老人会や包括と連携しながら進め、８月の訪問時に、お困りの問題を聞

き取り集計してみる。 

 

《平成27年》 
○地域の支え合いを大切にしていくことの狙いとして、「困った時のちょっと助け合い」協力員の

組織づくりを考えている。別紙３のような内容で町内に回覧を回し検討中。 

 



お困りごと・課題 
《平成26年度》 
○町内全体に「見守り・つながりの輪」の趣旨と取組みの考え方を浸透させること。助け合いが、

逆にトラブルにならないように、取り決めをきちんとする必要がある。 

連絡先                           

住所   〒２１０－０８３２ 川崎市川崎区池上新町２‐２４‐９ 

担当者  高橋順子（よりこ） 

電話   ０４４‐２７７－２８９８ 

ＦＡＸ  ０４４‐２７７－２８９８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪問しての感想 
訪問当日は、多くの方にお集まりいただき、お話を伺うことができました。町内会、民生委

員、老人クラブ、地域包括支援センター等が協力し合っていることがわかりました。 

（平成26年２月３日訪問） 

 

 

 

 



          池上新町見守り・つながりの輪  

          

 高齢者向けの転倒予防講座  

 

日時 ㍻２７年１０月５日（月）１０：００～１２：００ 

    場所 池上新町町内会館 参加者４５名 

       いきいき体操で楽しく学ぼう・・！ 

      講師 

    ❤川崎市体操協会理事 

       健康運動指導士   籾山 千鶴氏 

 

  低栄養を予防する食事・・！  

    ❤川崎区役所 栄養士 成川 幸子氏 

認知症予防について・・！ 

    ❤大師中央地域包括支援センター  

 

     交流会・意見交換「何でも聞いてみよう・・？」 

   

  ☀事前の申し込みは不要です。当日直接町内会館にお越しください・・！ 

 多数の参加お待ちしております・   見守り・つながりの輪役員一同  

この事業は、皆様からご寄付いただいた共同募金（年末たすけあい）配布金を財源に 

開催しております。（平成２７年度 川崎区社会福祉協議会「地域福祉活動助成金」） 

別紙１ 
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      池上新町見守り・つながりの輪 事業  

         『人形劇』 を楽しもうを開催 

      平成２８年２月１４日（日）午前１０：００～１１：３０ 

      池上新町町内会館にて 

      

       

  ☀川崎区役所保健福祉センター高齢・障害課 高齢者支援係 

     係長 土屋 昌庸 様 区役所の取り組みなどについて！ 

     

 ☀どんぐり人形劇団 【猫とボール・コンとポン・ドレミの歌】 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ☀大師中央地域包括支援センターの方より 

        川崎区～池上新町の子供から高齢者の年齢から見る住民数と現状などの講座 

 

   出席者数＝子供部・老人会・ウインドウの作業所の方々・スタッフの方々・合計８８名  

    朝より、春１番の風とどしゃぶりの雨でした！！  

別紙２ 



      池上新町見守り・つながりの輪事業 

   

「困った時のお手伝い」活動  

      「ちょっと手を貸してくれるボランティア」募集 

        たとえば！ 

「部屋内の電灯、蛍光管を替えたいのだけど」 

       「資源回収に新聞など出したいが、運びだせない」 

       「棚の上の物を移動したい・タンスを移動したい」 

       「家の周りの片づけ」 

       「庭木の剪定をしたいのだけど」 など！ 

 

        高齢者の方など「ちょっと手を貸して」という相談がありましたら 

      池上新町町内会では、そんな時に「手を貸す」活動を 

      準備したいと思います。 

 

       池上新町協力委員の登録のお願い 

      本会の趣旨をご理解いただき、協力員として助けるスタッフとして 

      ご協力いただける方を募集します。 

        お名前、連絡先を別紙にご記入お願いします。 

 

     依頼とお手伝い派遣の主なルール  

① お手伝いをいただける協力委員をあらかじめ登録 

② お手伝いを希望する方の連絡を町内会として受付け 

③ 協力委員の都合などを調整して、協力員を派遣します 

④ 修理などの実費は依頼者に負担頂きます。 

⑤ 原則として、利用できる方は、 

   池上新町町内会員とします。 

  

 

             

福祉厚生部長 高橋孝四郎  

「ちょっとこまったな」       １区区長 藤崎 真吾  

「手を貸して」           ２区区長 斉藤 文康  

という時にお電話下さい。     ３区区長 中川 和男   

町内会のスタッフが、都合を調整   ４区区長 井上 忠男    

してお手伝いに伺います。      ５区区長 若松 静也       

                 町内会長 浦野 一吉                                   

                 

別紙３ 
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協力可能な方の協力登録お願いします。 

 

 

お手伝いは、協力員の都合で調整します。  

       お手伝い、協力は、できる範囲でのものとします。 

       主旨ご理解の上、皆さんのご協力、登録お願いします。 

 

 【回覧後、各区長・福祉厚生部部長・までにお願いします。】 

  

登録協力員 

   のお名前 

連絡先 

（ 電話番号） 

住所（番地のみ） 

 池上新町は不要です 

特に協力出きるものが有れば 

たとえば（庭片づけ・パソコン・ 

家電・買い物など）記入下さい。 

 

 

 

 池上新町  

 

 

 

 池上新町  

 

 

 

 池上新町  

 

 

 

 池上新町  

 

 

 

 池上新町  

 

 

 

 池上新町  

 

 

 

 池上新町  

 


